
８月27日、議会運営委員会が開
催され、９月議会の日程及び議案
が明らかになりました。
議案は、補正予算３件、条例関係
３件、請負契約１件、人事案件１
件、決算２件、その他３件です。

（補正予算）

補正額４億６千万円の主なもの
●教育費
・空調機整備事業費（設計委託）

５９８０万円
＊小学校２２校と幼稚園６園

・ブロック塀等緊急対策事業費
４７２０万円

●総務費
・未来を創造するまちおおがきPR
映像制作事業補助金

３０００万円
＊１００周年記念事業、10／20お
おがき未来フェスティバルで披露。
・大垣観光協会に補助。
・その他、国庫等返還金

1億６８５０万円
・市税過誤納還付金

４５００万円
●民生費
・後期高齢者医療広域連合負担金
及び児童扶養手当 不足分

１５５０万円
●農林水産業費
・県単土地改良事業費

３０００万円
●土木費
・揖斐川橋修復整備事業費

４５００万円
●災害復旧費
・農林施設及び土木施設災害復旧
費 １９００万円

７億10万円は国保会計および介
護保険会計の国庫等返還金です。

（条例関係）
１ 大垣市山村体験宿泊施設設置条

例の一部改正
山村体験宿泊施設奥養老につい

て、かみいしづ緑の村公園と一体
的に管理するため所要の改正を行
う。
大垣市体育諸施設の設置等に関

する条例の一部改正
北部体育館の廃止等に伴い、所

要の改正を行う。
請負契約の締結について：南頬ポ

ンプ場改築工事についての請負契
約
４ 大垣市市の魚及び市の昆虫の制
定について

５ 大垣市市の木、市の花及び市の
花木の制定について

（決算）
１ 平成29年度一般会計及び特別会
計決算の認定
２ 平成29年度公営企業会計（病院・
水道）決算の認定
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９月議会日程
日 曜 時 会議名
３ 月 9:30 議員総会

10:00 本会議(提案説明)
５ 水 10:00 一般質問申込・抽選
10 月 10:00 本会議(一般質問)
12 水 10:00 決算委員会
13 木 10:00 子育て支援対策委

13:00 市民病院関係委
14 金 10:00 建設環境委

13:00 経済産業委
18 火 10:00 文教厚生委

9:00 企画総務委
19 水 9:30 議会運営委員会

13:00 本会議

トヨ子＆としやの８月活動日誌

笹田トヨ子
【８月】
1日 「国への要望」で省庁交渉
6日 養老鉄道
10日 西美濃福祉会
11日 医療福祉後援会
13日 NPOたすけあい社員総会
15日 戦没者戦災被害者追悼式

街頭宣伝
17日 西濃社会保障推進協議会
24日 地区センター運営委員会
26日 防災訓練
27日 議会運営委員会
28日 議員団会議
29日 来年度予算要望対県交渉
30日 西濃アクション

中田としや
【８月】
1日 東京へ、省庁要望
4日 水都祭り
6日 養老鉄道ネットワーク会議
7日 ともがき大学実行委員会
9日 北地域訪問
11日医療福祉後援会集い
15日戦没者・戦災遺族者追悼式

まちかど演説会
18日中田後援会若者意見交流会
21日 ICTに関する委員会
23日東地域訪問
25日保育園お泊り会

九月議会

国民の立場で真実を伝え続ける
しんぶん赤旗をお読みください

ご注文は共産党地区委員会へ



なぜ国への要望が必要なの？

７月３１日～８月１日、東京へ次

年度の予算要望に出張しました。

「市議会議員なのに、なぜ国の予

算を要望？」そう思われる方もい

らっしゃるかもしれません。

順を追って説明します。市の予

算は、国からの補助金を含めて組

まれています（昨年度は総額で１

０億円）。赤坂小のトイレ改修事

業を例にとってみると、市の負担

は３分の２で済みます。

しかし、国の補助金は、申請す

れば必ずもらえる、というもので

はありません。国の予算額に限り

がある一方で、各自治体から申請

が相次ぐためです。

そこで、各省庁の担当者と面談

し、地方の実情を訴え、「補助金

の総額を増やして下さい」「新た

な補助制度を創設して下さい」と

要望します。笹田議員、岡田議員

と文科省（エアコン設置）、厚労

省（地域医療、児童館）、国交省

（地域交通）へ要望しました。

「ぜひ予算を確保したい」

要望では、担当者から改めて補

助制度の説明を受け、意見交換、

要望書提出という段取りで進みま

した。総じて、地域の実態につい

て受け止めて頂き、補助制度につ

いて前向きに検討してもらうこと

ができたと思います。

というのも、やはり日々地域の

実情の情報を集め、補助制度を作

成し、運用するご担当の方々なの

で、むしろぜひ制度を活用してほ

しい、という熱意を感じました。

しかし予算総額については、例

えば文科省でのエアコン設置の要

望の席では、「現に予算が足りて

おらず、補助金も上限額まで出せ

ていない自治体もある。今夏の猛

暑で申請が相次ぎ、次年度も今年

以上の申請が想定される。財

務省に要望し予算を確保した

い」との回答でした。

財務省と言えば、財政再

建を名目にベッド数の削減等、

社会保障改革案を前面に出し

ています。

政治の側で、福祉・暮らし
優先の予算提示を
そのイメージがあってか、

厚労省で地域の医師不足が話

題になった折、「医療構想はベッ

ド数削減を目的としたものという

誤解が広がってしまったが、本来

は適切な役割分担により医療体制

の維持を目的とするもの」と語気

を強めて強調されたことが印象的

です。

現場の職員さんは熱心に取り組ん

でもらっているからこそ、行政に

方針を示し指示を出す政治の側が

変わり、福祉、暮らし優先の予算

にしなければいけないと感じまし

た。 中田としや
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来年4月の大垣市議選は、現職の

中田としや市議とはんざわ多美氏

（党福祉対策委員長）の２氏を擁

立します。地域割りは下記の地図

の通りです。また「市政報告」に

ついては、表面を市政全般の記事

を、裏面は中田地域版と笹田（は

んざわ）地域版に分けて発行する

ことになりました。今後ともご愛

読よろしくお願いします。

中田地域版

国の次年度予算

8月29日、県庁にて、共

産党の来年度の予算交渉が

行われました。

大垣からは笹田・中田議員

が参加し、土壌汚染対策や

地域交通政策等の要望を出

しました。

共産党、県予算交渉

「高齢者の移動支援の取り組みの後押しを」
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来年4月の大垣市議選は、現職の

中田としや市議とはんざわ多美氏

（党福祉対策委員長）の２氏を擁

立します。地域割りは下記の地図

の通りです。また「市政報告」に

ついては、表面を市政全般の記事

を、裏面は中田地域版と笹田（は

んざわ）地域版に分けて発行する

ことになりました。今後ともご愛

読よろしくお願いします。

笹田(はんざわ)地域版

8月29日、県庁にて、共

産党の来年度の予算交渉が

行われました。

大垣からは笹田・中田議員

が参加し、土壌汚染対策や

地域交通政策等の要望を出

しました。

共産党、県予算交渉 社会保障学校 秋の学習会

講師:芝田 英昭 さん
(立教大学教授)

日時…９月24日(月・祭日)
14:00～16:00

会場…ｽｲﾄﾋﾟｱ学習館6F-2
かがやき学習室

参加費…３００円(資料代)
定員…６０名
充実した秋の学習会になります

笹田トヨコ議員の活動

笹田議員は、もともとは看護師。子ど

もの発達相談員などを経て市議会議員に

なられ、今年で16年目を迎えられます。

毎日、市民の生活相談や学習会、議会会

議、市民への活動報告に追われています。

お孫さんのお世話もある中でよくもこれ

だけの仕事量をこなされるなあと思いま

す。

トヨ子さんのこの一年半の本会議一般

質問の事項をみてみると、下記の通りで

す。

生活相談と社会的弱者の視点

本会議は、毎回登壇です。質問項目は

複数にわたるときもあります。市民から

の相談と学習をうけて、一般質問には力

がはいります。社会的弱者の視点にこだ

わります。また、市の事業へ影響を与え

る国や県の政策の問題点を見据えながら、

どのように大垣市として対応していくの

かに迫っていきます。 たとえば、国民

健康保険の高すぎる保険料の問題につい

てです。国の医療・

福祉の制度がからむ

ので難しいテーマで

ほとんどの議員が取

り上げませんが、自

営業者や65歳以上の

高齢者が加入する大

切な制度です。その保険料額は市が設定

します。すべての市民に医療をという国

民健康保険の制度趣旨にたって熱く質問

をされました。

年間の質問を見渡してみると、医療や

介護、保育園、そして環境(まちづくり)

の問題、大切な論点を網羅していること

に気づきます。

地道に謙虚にしなやかに

笹田議員は言います。「今すぐ実現に

はならなくても、言い続けることで市民

の声が議会と行政を動かす時がくるんで

すよ」と。いつもニコニコされています

が、要所要所で大切なことを教えてくれ

ます。トヨ子さんの後を引き継げるよう

に頑張ります。

はんざわ多美の

市政ウォッチング

はんざわ多美

平成30年6月

・市営住宅の退去時の負担 ・学童期

の子供たちの居場所 ・空き家を活用

した高齢者の居場所づくり

平成30年3月

・日本合成の土壌汚染

平成29年12月

・生活、福祉を支える地域交通 ・生

活困窮者自立支援法にもとづく「学習

支援事業」 ・県単位化のもとでの国

民健康保険制度

平成29年9月

・県単位化のもとでの国民健康保険制

度

平成29年6月

・大垣市における地域公共交通網形成

計画 ・超高齢社会に自立した在宅生

活を送れるために

平成29年3月

・待機児童問題 ・介護保険制度


